








要約 

新生児室におけるエンテロウイルス(EV)水平感染の感染源として,看護従事者がどの程度

の意義をもつか,不顕性感染の割合を知る目的で,1987 年夏,2 施設でサーベイランスを施

行した。盛夏の前後 2 回における保存血清についての,EV 主要流行型に対する抗体保有状

況では,有意の抗体上昇者はなく,7,8月2回実施の咽頭ウイルス分離は全例陰性であった。

偶々,A 施設で検索の中間期,8月上旬に新生児の発熱が相次いでみられ,水平感染を思わせ

たが,1例よりCoxsackie B3を,1例よりecho7を分離し,夫々の母体も同型に対する高い中

和抗体保有が証明され,感染源は母親と推定された。看護従事者の水平感染源としての意義

を検討した。 


